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　　　　　まゆから糸を取りだす授業
　　　　　　　　　　　　まゆの教材化
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1．はじδ6に

　衣服は、私たちの生活の中で日常的に片時も切り離すことのできない生活資料の1つであり、それ

についてのさまざまな知識・技術を身につけているということは、生活者として必要不可欠のことと

思われる。しかし技術・家庭科におけるその学習は、従来縫製中心にとどまっていたために、被服材

料である布が何を使って、どのような工程を経て作られたものであるのかということを殆ど知らされ

ないままに今日に至っているということである。

　縫製そのものは、針とそれの機械化されたミシンの使用という技術的観点をもち、重要な観点では

あるが、縫製に用いる布が、どのような素材を使ったものなのか。又その素材が布になるまでの工程

として、どのような道具や機械が使われ、それに人間がどのようにかかわってきたのかという材料に

関する観点が全くといっていいほどに欠落していたのである。

　科学技術の進歩に伴い、生活は多様化し、生活の省力化が進んでいる。人々はそのような環境の中

で、便利さだけを追求し、労せずして必要なものを入手しようとする傾向がますます強くなってきて

いる。そのような生活環境の中で生徒たちは、生活に必要な資料を自分の手で作り出したり、日々あ

たりまえのように使用している物の原料やその仕組みなどを追求したりすることへの必要性を全く感

じなくなっている。生活にかかせない被服にっいても同様のことがいえる。

　被服については商品を購入することによって、すべての人々は充足可能な状況になっているが、商

品を選択するための基本的な価値基準を持っていないたあに、宣伝に振り廻され、外観とファッショ

ンを追い求あての消費行動に流されるというのが現状である。技術・家庭科では、もろもろの生活資

料に対して、正しい価値判断を身にっけさせることであり、そのために技術的な背景を明らかにしな

がら、生産・流通・消費を総合的に学習させる方向を探らなければならないと考える。

　現在、生活資料の生産工程は、日常的に殆ど見ることはできなくなっているが、如何に高度に発達

した機械や装置も、その原型が最初に作られたときには、極あて素朴な構造のものでしかなかったは

ずである。その最初の発想を、素朴ではあっても再現してみることによって、人々は技術は発達する

ものであることを理解するであろう。布1つにしても自然界にあるものの中から、しなやかで、じょ

うぶな材料を見出すには大変な苦労があったにちがいない。その素材を撚ったり、組み合わせたりし
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うぶな材料を見出すには大変な苦労があったにちがいない。その素材を撚ったり、組み合わせたりし

ながら布という平面を作りだしてきた人間の知恵を、素朴な道具によって再現していく過程を通して

技術的・歴史的意義を総合的に捉えさせることができたらと考えてきたのである。

　今回は、被服材料にっいての技術的なアプローチとして、県内（国内）で比較的入手しやすい「ま

ゆ」を使って、それが糸になり、布になっていく工程を授業化した実践をまとあることにした。

2．教材化の可能性

　一個の「まゆ」を手にし、その表面から一本のすきとおるような細い糸を引き出してみたとき、わ

たしたちはその美しさに目を見張った。陽にかざしてみると、それはひとすじの光のようにきらきら

と輝いている。まさに「絹の光沢」である。そして、その美しさを感じるにっけ、それを生みだす蚕

の偉大さを思わずにいられなかった。蚕は自分の身体の保護のために、約1000Mの糸を体の周囲に張

り巡らすという。試しに1コのまゆを煮沸し、糸口を見つけ、筒に巻き取ってみると、滑らかな糸が

するするとでてくる。肉眼では見えにくいほどの細さではあるが、切れることなくしっかりとした

「張り」をもってつながっている。細い糸が巻棒にいくすじも重なってくると次第に白銀色をかもし

だしてくる。手で巻きとること数時間、真珠色のしっとりした糸の束を手にしたときの感動は大き

かった。この感動を生徒にも伝えたい、何とか教材化できないものだろうかと考えた。

　そのたあには、簡単な手紡ぎ器のようなものが必要である。そこで、手紡ぎ器を考察するための資

料収集にかかった。しかし、全てがオートメーション化されている現状の中で、なかなか手紡ぎをし

ている人や、昔ながらの方法でやっている製糸工場はなかった。それでもわずかなってを頼りに探し

あぐねた結果、　「小出協同製糸工場」にたどりっくことができた。早速工場見学を申し込み。訪問し

た私たちは、工場主の上村さんに工場内を案内され、ていねいでわかりやすい説明を聞くことができ

た。私たちが最も嬉しかったのは、手紡ぎの体験実習をさせてもらったことである。その装置とは、

歯車を二っ柱に設置しただけの簡単なものであったが、数個のまゆから糸口を束ね、撚りをかけなが

ら生糸を巻き取っていく過程がとてもよく理解できた。機械化されて見えなくなっている糸の生産過

程の原理を説明するためにも利用しているということであった。

　この装置をヒントに手紡ぎ器の試作、そして手動繰糸機を開発し、授業化への足がかりを得ること

ができた。
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3．基礎研究

（1）セリシンの除去

　生糸は数本の繭糸を抱合させたものである。1本の繭糸は、図1のよ　　図1繭糸の構造

うに断面がほぼ三角形の2本のフィプロイン（絹糸質）とこれを被覆する　　　　下は断面

セリシン（絹糸膠）からなっている。フィプロイン1本の直径は、およそ

8～25μで、直径0．5μ内外の細繊維20～60本くらいからなっている。

　セリシンは・セッケン液や弱アルカリ液で精錬すると練糸となるが、

練減率が14～28％となるために、薬品等による処理をしない場合が多い。

繭層を構成する繭糸の解訂を良くするために、まず繭層に水分をよく

吸収させておく。さらに、セリシンの膨化溶解をはかるには、90～100

℃の熱湯の中で約5～10分間の煮繭をする。

②　生糸の太さ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　世界大百科辞典（平凡社）

　生糸の太さ（繊度）は合一する繭糸の本数で目的繊度の生糸が表　　　　表1生糸の太さ

　1のように繰糸できる。繭糸1本の太さは2～3dである。　（d

はデールd・nierの略語で、長さ9…mの糸が19、長さ9。。mの鰹｝81顯d

糸では・0・19の重さをもっとき、その糸の太さ（繊度）は1dで　　　太　糸　21d～42d
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特太糸　42d以上
ある）一般的・標準的な太さを14d～21dとすると、集緒すべき

繭の個数は、7～10個となる。

（3）繰糸速度と所要時間

　繰糸工程は、製糸工程中もっとも重要で、とくに手先の

器用さと熟練を要する．繰糸速度は、50～100m／分を目　表2繰紅程の所要時間

標にして所要時間を概算してみると次のようになる。繭1

個から取れる繭糸の長さは、繭の種類や繭糸の太さ、繭粒

の大小によって異なるが（150～1500m）普通600～700m

とされている。最大値を1300mとして計算すると表2のよ

うに巻き取る物によって所要時間が左右されてくる．何の轄もなく、ただ巻き取るだけに要する

時間は、30分あればよいことになる。

（4）糸を取り出す基礎的な操作

　繭から生糸を取り出すまでの基礎的な操作は次の4っの段階になる。

　①原料のまゆを繰糸に都合のよい状態に準備する。（煮繭）

　②　適当な細さの糸の形態をとらせる。（索緒）

　③これに撚りを加え繊維相互に抱合力を生じさせる。（繰糸）

　④できた糸をもっれないような形状に巻き取る。（繰糸）

繭糸は・醗し徽条を果束していく工程で、割と均一な太さもあり、たわみ性も有しているの

で・取り出しやすい。しかし・繰糸作業で問題になるのが、索緒と接緒の動作である。

索緒『まゆを煮て・それから引き出すべき糸の細をさがし求める作業で、索緒ほうきを使う。

円周 回転数 分

アルミホイル芯
nパデ慧試案繰糸機

10cm

P3㎝
Q0cm

T0cm

13，000回

P0，000回

U，500回

Q，600回

81分

U3分

S0分

Q6分

一49一



接緒　　数粒のまゆの糸を合わせて繰糸する際、糸切れの場合に別のまゆの糸をっける。

4．教材化への試行

（1）教師による予備実験

　①　ねらい

　　　・1箇の繭から生糸がどれだけ取れるのか。　　　　　写真1左：生糸右：つむいだもの

・1箇の繭から生糸を取出すための所要時間は

　どれ位必要か。

②繰糸工程の吟味をする・

　・繭を100℃で25分間煮繭する。　ペー・占赴

　・竹ぐしで索緒し、ペーパー芯に手で巻き取る。

③　結果と問題点

　　・巻き取るだけで2時間半もかかってしまう。（未熟と糸切れ）

　　・糸の測定は途中で断念する。　（接緒で中断し、測定不可能）

　　・10000回以上巻き取るので腕がだるくなり嫌になる。

　　・糸1本では肉眼では見えない。　（光って見える程度）

　　・糸切れが何回か起きる。（接緒のテクニックの未熟）

　④　結　論

　　・ペーパー芯への巻取りでは効率が悪すぎる。

　　・繭1個ではなく、数個で繰糸した方がよい。

　⑤新たな課題

　　・糸を効率よく巻き取る教具の開発が必要である。

　　・繭を複数にする（適切な個数はどれ位がよいのか）

　　・100分で繰糸工程が完了できるのか。

（2）製糸工場の見学と実演

　　　　　　　　　　　　　　新潟県北魚沼郡小出町の小出協同製糸工場へ、上記の3っの課題を
　図2　生糸の撚りかけ
　　　　　　　　　　　　　掲げて訪れた。工場内を解説付で一巡しながら疑問点が解けたものも

　　　　　　　　　　　　　ある。更に、全製糸工程をVTRと写真に収録する。途中で生糸の撚

　　　　　　゜　　　　　　りかけの体験実習をする（図2）。面白い位のなめらかさで糸が巻き

　　　　／1　　取れた．繭は6～7個で程よい太さである．これも写真とVTRに収

　　・　　　　　　録する。

・　　　　　　　　　　入手出来た資料は、生糸の検査糸（10dと21d）、生糸の糸切っめ

　　　　　　　　　　と、索緒ほうきなどである。
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（3）手動繰糸機の開発と資料づくり　　　　　　　　　　　　　　　　図3　スケッチ

　①手動繰糸機の試作

　　製糸工場で体験した撚りかけの図2を手がかりにして、繰糸機

　を考案したのが図3のスケッチである。集緒器は針金で作り、

　　2ヶの糸巻きがあれば、撚りかけの部分は作れそうである。問題

　は糸車の素材と形が思いっかないまま、豊栄市の家具製作者であ

　る伊藤秀栄氏に相談したところ、写真2のような試作品1個を作

写真2　自動繰糸機　　　ち合わせているうちに、毛糸巻き機からヒントを得てイメージが具

体化する。　「おだまき」は五角形であるが、製作しにくい。六角形、

八角形も造りにくい。究極のところ、四角形で、しかも折りたためて、

取りはずしが可能なデザインにしぼりこむ。軸は、最初から丸いパイ

プ状のものを利用することにする。タオル掛けなどに利用するパイ

プが最適である。滑車は「糸巻き」を固定する方法で行き詰ってし

まう。試行錯誤しているうちに「ボビン」が最適であることに気付

く。固定するにはL型ヒートンを使えば簡単であり、軽くて回転力

も出しやすい。集緒器は丸ヒートンを使う。問題点は、糸車の回転が高速になった場合、「止め」

がないとはずれる恐れがある　図4　　正面図　　　　　　図5　　側面図

ことである。糸車をはめ込ん　　　　　・刈　　　　　　　　　　　　　　　穂
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
でからピン（木ネジ）をはめて

止めることにする。（実践中

に気付くことになるが、回転

力が速くなるとこのピンもは

ずれやすいことが分かったの

で改良の余地がある。）

　手動繰糸機の部品の種類と寸法は表3の通りである。台板はベニヤ積層板を使い、その他の木

材はアガチスを使っている。パイプの直径は8ミリを使っている。横木Cは、洗面器の大きさに

よって異なるが、20cmの高さにしてある。　BとCの間隔は5cmに固定し、　Aは支柱の頂点付近に

固定する（図4）・糸朝支柱は・17・mの間隔で固定し・線表3
舶i表（本体）

口

9

P
昌

1

口

1

i

分Sが練の中央になるようにする・滑車の取り付け位置1．台板135。×45。×18

もこの線分sと徴する（図5）・　　　　1：覧湾1鶉1賜
　糸車の部品の種類と寸法は表3の通りである。三角法で　4・支柱（小）　220×15×340

図示したのが図6である。繰糸工程を連続して学習可能に　　　　部品表（糸車）

するためには、練にケント紙（15・x52・）を巻きつけて使1藩健ll8菱18瑠

用し、糸車からケント紙ごと糸をはずせば、何回も醗使用1：聚イブ族）111×’°猫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．パイプ（小）　1　R4　　×40
が可能となる。ケント紙は、糸車をたたみこめば容易には

一51一



ずれる。学級名と班名を記入しておくと次の学習に活用できる。セ

リシンの除去が不十分な場合は、1糸条の生糸として再度の巻き取

りが困難になりやすいので十分除去する。

　製糸工場では、5～10cmの撚りかけにしていたが、手動繰糸機に

よる場合は2～3cmの撚りかけとした（図7のE～Yの間にでき

図6　糸　　　車

る）。洗面器の中に入れた数個の繭から索緒した糸を集緒器（Cり

を通して、腕木Aに固定してある滑車A’にかけてから、腕木Bに

固定してある滑車B’にかける。その次に、手の平（または指先）

を使って、C／A欄の糸に数回まきつけてから、糸車0との接点T

に誘導する。糸車0が矢印の方向に回るに従って生糸が繰糸できる。図7繰糸の原理

糸車の円周を50cmに設計してあるので、2回の回転で1メートルの　　　　　1　　4

生糸が巻きとられることになる。学習場面では、計画段階で巻き取

り係の分担内容を細かく決めておくと測定結果が容易に出てくる。

②索緒ほうき

　製糸工場では、写真3のように回転しながら10個位の索緒ほうき

で能率よく索緒していた。稲（わら）の穂先（写真4）20本内外を

細い針金でゆわえたものを、班に1～2本の割に配布し索緒する。

終了後はきれいに洗って乾燥して、再度使用する。

　　写真3　索緒ほうき　　　　　　　写真4　わらの穂先

勃《」面

　③写真のパネルづくり

　　製糸工場で撮った写真を、工程順にパネルに仕上げて、教室展示用とした。創業当初の絵ハガ

　キが見っかり、手作業の繰糸工程のパネルも同時に提示して効果があった。

　④　VTRの編集

　　製糸工程の全工程を収録したビデオを15分の長さに編集しなおす。工場独特の機械音は、当初

　雑音がうるさすぎるかと心配したが、試写中は逆に工場の臨場感があって効果があった。

（4）繭の入手方法

　繭の入手先は、東京のイーダ教材（03－3881－6719）とし、生徒数と同数を発注し年度の予算に計

上する。300個以上の繭の中には、2～3ヶさなぎ体の黒かっ色に変色したものも混っている場合

がある。除いて、繰糸した方がよい。
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5．授業設計の構想

V
T
R
の

試

写

1

一→

生

糸

の

繰

糸

2

一

小

作

品

作

り

4

一→

蚕

の

生

3

一

レ

ポ

1

ト

の

作

成

2

一→

発

表

会

1

・VTR試写の前段階に事前学習が必要である。内容は繭だけに焦点づけをした方がよい。

・授業づくりの構想を具体化する場合の問題点とその方策

　ア　繭の数を何個にするか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真5　授業風景

　・1人に1個の繭を配る。班のバラつきを6個に統一する。

イ　繰糸工程は100分以内に完了しなければならない。

　・糸の最長を1500メートルとして、円周50cmの繰糸機を巻き取る

　　と3000回まわすことなる。予備実験時の繰糸速度は、何の障害

　　もない時には、17m／分であった。1500mの糸を巻き取るには、

　　88分かかることになる。手動繰糸機で巻き取るので2倍の作業

　　能率と見積もって、毎分34mの割合で巻き取っても44分は必要

　　である。索緒の時間、接緒の時間、準備と後始末の時間を総合

　　すると100分でギリギリの学習内容である。

　　．’．従って、煮繭は事前にしておく必要がある。

ウ　班に1台の手動繰糸機を準備する。　（教師用も含めて、9台用意する）

工　取り出した生糸は、小作品として活用させる。　（しおりまたはコースターの素材とする）

オ　日常生活で活用できる作品として製作する。　（利用価値の高い作品の例示）

カ　「繭ができるまで」を調べ学習する。（自主学習、発展学習の場としての位置づけ）

キ　製作した「小作品」と調べ学習の「繭ができるまで」の成果をレポートにまとめる。

ク　学習の成果を発表する場の設定をする。
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6．授業実践

　授業の構成は、繰糸作業と小作品造り、蚕の一生の3つの部分に分かれているが、繭に焦点づけら

れた内容構成であり、一連の流れのある学習ができるように工夫してある。これらの学習を通して、

絹糸のすばらしさを発見する喜びを味わい、生糸を取り出す体験学習ができ、生糸で作品を作り上げ

る楽しさを味わい、一筋の糸の価値に気づき合い、生糸を繰糸する技術を確かあ合えたらよいと考え

る。

　学習のひとかたまりに、それぞれテーマ性を持たせ、意欲的に取り組めるように工夫した。

　（1）指導計画（13時間）

　　①繭はどうなっているのか（2）・繭の観察（ねらいへの迫り方）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（手ざわり・色・大きさ・重量・臭い・断面図）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・VTRの試写（製糸工程・繰糸法・索緒・接緒・出荷）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・繰糸作業計画（係分担・繰糸機の操作の仕方・繰糸法）

　　②繭から生糸を取り出そう（2）・煮繭…熱湯の中で25分煮繭したものを配布する。

　　　・生糸はどのように取り出すか　　・索緒…索緒ほうきを使う。正緒繭、繭斉

　　　・生糸はどうなっているのか　　　・繰糸…抄緒、接緒、糸条故障整理、落繭集め

　　③　小作品を織ろう　　　　（4）　・手織機づくり（手織機の設計・製作計画・配色計画）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・手織工程（経糸はり、緯糸の打込み、箴打ち）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・仕上げ（房結び、ワンポイントづくり、アイロンがけ）

　　④「蚕の一生」を調べよう（2）・産卵、ふ化、眠、4眠蚕、熟蚕、繭づくり、さなぎ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・イラスト（着色）と解説を分かりやすく配置する。

　　⑤レポートにまとめよう（2）・小作品を引き立てるようなイラストと解説文にする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ケント紙1枚にまとめあげる。

　　⑥発表し合う　　　（1）・全校生徒、地域の人たちにも見てもらう場とする。
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（2）授業実践と生徒の反応

①

糸

口

さ

が

し

②

糸

切

れ

　接

緒
）

③

繰

糸

工

程

学　　　習　　　活　　　動

・初めに糸がボロボロと出てきて、からまり

やすかった。

・繭から糸1本を取り出すのに苦労した。

・糸がきちんと1本になるまでに時間がかか

った。

・糸がなかなか出てこなかった。

・巻くまでが、なかなか大変だった。

・糸が切れやすかったので注意した。

・意外と簡単そうに見えたが、糸切れはむず

かしかった。

・切れた糸をっなげた。

・途中で何回か糸切れがあったが何とか最後

までできた。

・糸を巻き取る時に、糸が切れないように巻

けた。

・蚕のはく糸はとても細いので糸を巻く時に

見えなくなる時もあった。

・巻くのはスムースにできてよかった。

・糸を巻くのがすごく大変だった。

・軌道にのるとだんだん糸が出るようになっ

てスイスイ巻けたのでよかった。

・途中からうまくいくようになって切れなく

なった。

・他の班よりおくれていたけど面白かった。

・よく糸があんなに続いたものだ。

・あれだけの糸をよくあんな小さな蚕が出し

たかと思うと不思議な感じがする。

・1分間に100回も巻けた。

・700mの生糸を取り出すには、糸巻きを1400

回回転しなければならない。

コ　　　メ　　　ン　　　　ト

・繭綿（けば、毛羽）が煮繭中にからまり合

っているために起こる現象である。

※煮繭の前にむしり取っておくとよい。

・糸の先端スムースに出るまでの苦労がある。

・最初は太く出てくる。

・糸の先端を糸車に固定するまでの苦労。

・繰糸速度のコントロールをしている。

・索緒がスムースに行った班である。

・満足感が伝わってくる。

・接緒をのりこえている。

・集緒口、糸車、ボールの中の繭の動き、巻

き取りのスピードなどに注意をしている。

・手でさわって確かめたり、光による反射で

たしかめていた。

・この班は繰糸工程が容易にできた班である。

・接緒の大変さを言っている。

・後半軌道にのった班が多かった。

・糸が巻き取れる様子、さなぎの躍る様子等

・繭糸の長さにおどろいている。

・蚕を見直している。

・毎分50mの繰糸速度はむずかしさがある。

・取り出せる糸の長さと糸車の回転数を計画

の段階で計算している班である。
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（3）授業直後の感想（生徒）

　　・かなり根気のいる仕事だった。自分なりにがんばった。

　　・何回も何回も糸車を回していると手が疲れた。

　　・思っていたよりむずかしかった。だけど、自分なりにうまく行った。

　　・むずかしそうに思えたけど、結構簡単にできた。

　　・回数を数えるのが大変だった。

　　・巻き取り係が6回も回ってきたから疲れてしまった。

・だいぶ時間をかけて巻き取った。（※2500回以上は巻いた。

　1時間半はかかった。）

・糸を何千回も巻いたので腕が痛くなっていた。

　※1人100回づっ順番を決めて巻き取り係を交代した。最

後の人の回数を記録するだけで回転数を出すことができた。

・2030回も巻いて、1015mの生糸が取れたのは感動だった。

・繭から、ものすごく長い糸が取れるのには驚いた。

・巻くだけの作業だったけど面白かった。

・たくさん巻けてよかった。　（3200回）

・カイコはすごい！！

・やってみて楽しかった

・あ～あ、面白かった。

・やってよかった体験であった。

・やり遂げた時の喜びは他にたとえようがない。

・結構長い時間やっていたんだなあとあらたあて感心した。

・こんなに1粒のまゆから長い糸が出るとは全く知らなかっ

　た。

・繭は小さいのにあれだけの長くてたくさんの糸を出すので

　すごいと思った。

・それぞれ、とても内容の多い学習だった。

・いろいろなことが分かって面白かった。

3550
3500
3400
3200
2770
2500
2400
2200
2100
2050
2030
1856
1586
1526
1502
1300

表4　　繰糸の長さ

　・繭から出来る生糸は、手間ひまをかけて作られていたことが分かった。

　・生糸の取り出し方などを知ることが出来て良かった。

①生徒が発見した事実

　△最初は色が茶色だったけど、後から白くてきれいな色になった。

　　※さなぎの乾燥に長時間かけると黒かっ色に変色する。一ヶ混入していたらしい。

　△糸が見にくかった。（※2dの太さは肉眼では見えにくい）

　△巻き始めはぬれていたけど、時間が経っにっれて透明な白できれいな糸だった。

　△1300m取り出すことができた。　　△生糸を1015m取り出せた。
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　△糸車を2500回転させて、生糸の長さは1250mあった。

　△巻き取り終えたら、一匹のさなぎとさなぎの最終糞が出てきた。

　△1人が巻き取ったのは220mだった。

　△5粒の繭から、10dの糸が1332m取り出せた。

　△5粒の繭を1ヵ所に集めて（集緒口）1900回巻いたら950mの生糸が取り出せた。

②もっと知りたいことと改善点

　△もっとくわしく調べてみたくなった。

　△今までは、あまり気にもせず使っていた絹糸も今度からは少しは考えて大事に使いたい。

　△なぜ蚕は糸をS字または8字状に吐くのかが知りたい。

　△緑色の桑ばかりを食べているのになぜ白い糸が出るのか不思議だった。

　△2400回まわして、1200mの生糸が取れた。5人でやったから1人480回担当して、240mづっ

　　取り出したことになる。気の遠くなるような回転だが意外と楽だった。

　◎巻き取るのは機械でやった方がよい。

　◎今後やる時は、しっかり繭綿を取り除いてからやりたい。

③生徒が見っけた生糸の特徴

　○糸が取れれば取れるほど透明になってきた。

　○だんだん糸がたまっていくうちに糸のきれいなつやがでてきた。そして、結構固かった。

　○糸はすっごくっやがあってきれいだった。

　○よくもあんなに長く糸が続いているものだ。　　　　　　　　写真6　作品例

○生糸はきれいでピカピカ光っていた。感触はツルツルしていた。　　　　　　　　　　　　“

○こんなにきたないさなぎから、よくこんなにきれいな糸が取れ

　るものだと感心した。

○初めは、ボコボコしてたけど、そのうちにつるつるになってき

　て透けてきた。

○細くて、とってもきれいだった。サラサラしていて手ざわりは

　最高！

○糸がきれいでっるっるしていた。

　○糸の量が多くなると糸にっやがあるのがよく分かってきれいだった。

④　さなぎの観察

　・さなぎが出てきた時は気持悪かった。

　・臭いは何とも言えないくさい臭いだった。

　・さなぎはふやけていて気持悪かった。

　・だんだんまゆが透きとおってきて、さなぎが見えてくると気持ち悪かった。

　・最初はすごくくさかったけど、後からくさくなくなってきた。

　・中のさなぎがこわかったけど、楽しかった。

　・どんどんまゆが薄くなっていって、黒いさなぎが見えてきた時はとても微妙だった。
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　　・巻き取っている最中は、さなぎが踊っているみたいでかわいかった。

　⑤　生徒の感想文より

　　カイコの糸は、私たちの服などになってすごく便利だと思う。このことを知ってから“一匹の

　小さな虫”だと思っていられなくなった。人間の役に立っている虫様なんだと思う。だから字の

　通り天からおりて来た虫“蚕”と書くんだな、と勝手に決めっけてしまった。蚕の一生は長いよ

　うで短い一生だが“エライな”と感心してしまった。（M子）

（4）授業実践直後の感想（教師）

　　・煮繭したまゆから糸口をさがして、繰糸機の糸車に固定するまでに予想以上に時間をかけて

　　　いた。　（10～15分）

　　・繰糸作業には正味60～80分かかっている。

　　・繭1個から取り出せた糸の長さは表4のような測定結果であった。△印の結果は、繊度が不

　　　均一な場合も含まれているので実際の長さより若干長くなっている。

　　・100分以内に繰糸工程は終了することができる。余裕のある班は、10～15分のまとめる時間

　　　がもてた。

　　・手動繰糸機は、繰糸工程には欠かせない教具である。時計回りに回転力を与えるとして、高

　　　速回転時の「あそび」をなくす必要がある。

　　・繭から生糸を取り出すことへの興味、関心は予想以上に強かった。繭そのものへの関心も強

　　　く、取り出した生糸の活用作品が仕上がるまで、持続していた。

　　・繰海部の温度を30℃に保ったが、低すぎたようである。70～75℃にした方がよい。

　　・実践では、6個の繭を繰糸したが、7～10個とし、予備として5個を加えると接緒がスムー

　　　スにいく。

　　・煮繭の前に十分吸水させてあれば、煮繭の時間は10分でもよい。

　　・生糸の活用例は、まだまだ開発の余地がある。例えば、写真6のように小国和紙に手織りの

　　　しおりやコースターをはめこむだけで、コースター以外の活用ができる。また、織物以外に

　　　生糸の良さを生かす作品例としてキーホルダー用の房などが考えられる。

　　・繰海部の温度管理の方法は、ガス台にかけながら繰糸ができれば一番よいが、集緒口への誘

　　　導がうまくいかない。そのたあに、ボールの中の湯がさめないように取り替える方法を用い

　　　たが、改善工夫の余地がある。
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7．今後の課題

　まゆから糸を引く作業にっいて、生徒は一様にその労働の大変さを訴えている。しかし同時に、大

変な作業をやりおえた成就感に絶大なものがみられ、まゆから糸ができることへの驚き、1000mもの

長さの生糸が手動の繰糸機でものの見事に巻き取ることができたことへの感動、蚕という一匹の小さ

な動物の営みへの賛辞等、とても内容の多い学習であったことを実感している。それらは、生徒たち

にとっても全くの初めての経験だったのである。

　蚕の一生をとらえる学習に始まり、糸を績み、その糸を使っての織物への発展、そして日常の生活

の中でどのように活用されているのか等、幅広い学習内容を含むものである。これらの一連のつなが

りを大切にした指導計画の立て方は、授業者によってさまざまな発展が可能である。

　「被服」領域での「被服材料のなりたちと特性」としての位置づけや、被服素材を判断する手掛か

りとしたり、又、天然素材のすばらしさや資源の有効利用を考える目を育てるという方向へも発展さ

せることができたらと考えている。

　最後に「小出協同製糸工場」の工場主上村氏へ感謝すると同時に、地域に現存する数少ない手作業

による技術の掘りおこしと、可能な限りの技術の伝承に努めていきたいものである。
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